平成３０年度自己評価結果公表シート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校法人　松葉学園
認定こども園　松葉幼稚園
1、 本園の教育目標
	心身ともに健全な園児の個性的・社会的資質と能力の成長発達をはかる。
　・素直で明るい情操豊かな個性を育てる
　・集団生活での望ましい態度を培う
　・健康な身体とたくましい気力を養う


2、 本年度、重点的に取り組む目標・計画
	子どもの遊びや活動が発展するヒントとなる工夫や配慮を増やし、遊びや生活の中でも子どもが自発的に活動したり、遊べたりできる環境を整備する。
園生活における望ましい習慣や態度に欠けている園児が少し見られたので、再度指導を行ったり、話し合ったりする機会を設ける。
絵本や紙芝居などに触れる機会がクラス、学年によってはまだまだ少なかったので、引き続き子どもがたくさんの言葉に触れられる機会を増やす。


3、 評価項目の達成及び取組状況
	　　　　　　評　価　項　目
	
	　　　　　　　　　取　組　状　況

	環境
	子どもの活動に発展がみられるように工夫して保育を行うよう努めることができたが、クラスによっては結果が伴わないクラスもあったので、色々な工夫や配慮を今後も考え取り組んでいきたい。

	言葉

	教師から積極的に子どもへの挨拶を心掛けたり、声を掛けることで、子どもが自ら進んで挨拶をしたり、友だちや教師、保護者に対して望ましい言葉使いをできるようになってきた。

	言葉
	絵本や物語に触れられる機会を定期的に設けることで、絵本に触れる機会も増え、興味をもって自ら絵本を読む子どももたくさん見られるようになった。


4、 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果
	・自己評価を行うことで、園としての取り組んでいく課題を見つけることができた。
・昨年度の自己評価の結果を踏まえて、できるようになったことも多く見られた。
・子どもの想像力を促すような保育環境作りに努めたが、クラスによっては不十分な
クラスも見られた。



５、今後取り組むべき課題
	課題
	具体的な取り組み方法

	環境
	一人ひとりの子どもに応じた工夫や配慮を行い、子どもの積極性や、想像力を引き出していけるような環境を心掛けていきたい。

	安全管理

	室内の備品の定期的な点検、改善があまりされていないクラスもあった。子どもの過ごす環境ということを心掛け、再度定期的な点検、整理整頓の努めていく。


６、学校関係者の評価
	特に指摘すべき事項はなく、妥当であると、認められる。


７、財務状況
	公認会計士監査により、適性に運営されていると認められている。


